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序

ア
メ
リ
カ
独
立
革
命
の
「
革
命
性
」
を
問
題
と
す
る
場
合
、
い
わ
ゆ
る

「
ヴ
ア
ジ
ニ
ア
改
革
」
の
も
つ
意
義
が
、
極
め
て
大
き
い
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
で
あ
ろ
う
。
「
信
教
の
自
由
」
は
そ
の
諸
改
革
の
一
つ
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
、
－
七
八
七
年
成
立
の
「
ヴ
ア
ジ
ニ
ア
信
教
自
由
法
」
の
名
と
結
び

つ
い
て
、
ヴ
ア
ジ
ニ
ア
改
革
の
中
で
も
、
最
も
代
表
的
な
成
果
に
数
え
ら
れ

て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
革
命
時
代
の
ヴ
ア
ジ
ニ
ア
に
お
い
て
、
信
教
自
由
の
問
題

は
、
具
体
的
に
は
、
ヴ
ア
ジ
ニ
ア
の
社
会
に
深
く
根
ざ
し
た
国
教
会
制
度

1
1国
教
会
と
国
家
（
邦
）
と
の
密
接
な
結
び
つ
き
l
！
の
存
否
を
中
軸
と
し

林

五

平

て
展
開
さ
れ
た
。
従
っ
て
こ
れ
は
、
信
仰
の
権
利
の
平
等
化
と
い
う
各
宗
派

聞
の
問
題
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
ヴ
7

ジ
ニ
ア
社
会
に
残
る
古
い
封
建
的

遺
制
の
処
理
の
問
題
と
し
て
、
必
然
的
に
社
会
的
政
治
的
な
解
決
を
必
要
と

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
い
い
か
え
れ
ば
、
こ
の
問
題
が
社
会
各
層
の
広
い
関

心
と
徹
底
し
た
論
議
を
よ
び
起
し
、
改
革
の
重
要
な
比
重
を
占
め
る
要
因
を

備
え
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
小
論
は
、
そ
う
し
た
重
要
な
意
味
を
も
っ
国
教
会
制
度
の
廃
止
運
動

1

1
政
教
分
離
に
よ
る
信
教
自
由
の
確
立
1
1
3
の
本
質
を
さ
ぐ
る
た
め
に
、

主
と
し
て
初
期
の
ヴ
7

ジ
ニ
・
ア
邦
議
会
を
め
ぐ
る
動
向
を
と
り
あ
げ
た
も
の

で
あ
る
。
そ
う
し
て
で
お
け
一
れ
ば
、
運
動
の
過
程
に
み
ら
れ
る
論
議
の
内
容

と
、
運
動
を
推
進
し
た
勢
力
関
係
に
お
い
て
、
そ
の
近
代
的
民
主
主
義
的
特

質
と
社
会
変
革
的
性
格
を
追
究
し
て
み
よ
う
と
十
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
ひ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
革
命
の
有
す
る
意
義
と
特
殊
な
性
格
を
解
明

す
る
一
つ
の
手
が
か
り
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。

植
民
地
時
代
の
背
景
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ヴ
ア
ジ
ニ
ア
に
お
け
る
国
教
会
制
度
は
、
各
教
区
の
全
住
民
に
対
す
る
宗

教
課
税
に
よ
っ
て
、
国
教
会
の
支
持
を
は
か
る
こ
と
を
主
眼
と
し
た
も
の

で
、
そ
れ
は
植
民
地
時
代
の
初
期
に
、
既
に
法
制
的
完
成
を
み
て
い
た
。
か

か
る
国
教
会
の
法
定
化
（
開

2
5
Z
5
g
g件。同

5
0
n
Fロ円
n
y
o
同
開
HMm
・

－ω白
色
）
は
、
社
会
的
に
み
れ
ば
、
大
農
園
経
営
に
よ
っ
て
沿
岸
地
方
に
発

達
し
た
プ
ラ
ン
タ
l
層
と
、
彼
ら
の
形
成
し
た
貴
族
的
社
会
に
深
い
関
連
を

有
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
い
ち
早
く
英
本
国
の
宗
教
的
伝
統
が
導
入

さ
れ
、
ヴ
ア
ジ
ニ
ア
の
支
配
階
級
に
深
い
根
を
下
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の

場
合
特
に
牧
師
の
任
命
や
課
税
の
徴
収
に
当
る
教
区
委
員
会
が
、
殆
ど
彼
ら

富
裕
な
地
主
層
や
有
力
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
こ
と
除
、
法
定
化
に
よ
る

国
教
会
と
行
政
府
乃
至
特
権
的
階
級
と
の
結
び
つ
き
を
一
層
密
接
に
す
る
も

（

2
） 

の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
制
度
の
も
た
ら
し
た
も
の
は
’
当
然
国
教
会
の
専
制
と
他
宗
派

へ
の
圧
迫
で
あ
っ
た
が
、
事
実
様
々
な
宗
教
法
規
に
よ
っ
て
、
非
国
教
徒
の

宗
教
活
動
は
極
度
に
制
限
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
非
国
教
徒
の

不
満
は
、
国
教
会
の
独
占
的
支
配
に
対
抗
し
て
、
信
仰
の
自
由
を
要
求
す
る

運
動
を
ひ
き
起
す
こ
と
と
な
る
が
、
そ
れ
を
特
徴
づ
け
る
の
は
、
十
八
世
紀

二
十
年
代
以
後
特
に
活
濃
と
な
っ
た
、
ド
イ
ツ
人
や
ス
コ
ヲ
チ
・
ア
イ
リ
ッ

シ
ュ
ら
の
内
部
地
方
へ
の
大
量
移
住
で
あ
り
、
彼
ら
を
ま
き
こ
ん
だ
大
覚
醒

運
動
の
興
奮
で
あ
っ
た
9

即
ち
、
辺
境
の
自
営
農
民
の
若
々
し
い
ェ
、
ネ
ル
ギ

ー
が
、
大
覚
醒
を
通
じ
て
主
と
し
て
不
服
従
派
の
信
仰
に
く
み
と
ら
れ
、
そ

こ
か
ら
東
部
の
国
教
専
制
に
対
す
右
反
抗
の
地
盤
が
培
わ
れ
た
の
で
あ
わ
〉

ま
た
、
こ
う
し
た
不
服
従
派
の
増
大
は
、
国
教
会
内
部
の
腐
敗
と
相
ま
っ

て
、
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
（
吋
－

F
同町伶同印
O
ロ
コ
お

l
g
N
S
に
よ
れ
ば
、
革
命

ず
ア
ジ
－
一
ア
邦
議
会
を
め
ぐ
る
国
教
会
制
度
の
廃
止
運
動
（
林
）

震
前
、
ヴ
グ
ジ
ニ
ア
人
民
の
三
分
の
こ
は
非
国
教
徒
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
た

〈

5
）

と
い
わ
れ
る
。

植
民
地
時
代
に
お
け
る
信
教
自
由
の
運
動
の
主
体
と
な
っ
た
の
は
、
ス
コ

ザ
チ
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
系
の
長
老
派
と
、
専
ら
貧
し
い
階
層
に
訴
え
た
浸
礼

派
の
牧
師
達
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
「
寛
容
令
」
（
一
六
八
九
年
の
）
の
拡
張

に
よ
る
布
教
活
動
の
自
由
を
要
求
し
、
ま
た
進
ん
で
議
会
へ
の
請
願
を
行
っ

た
。
中
で
も
浸
礼
派
は
、
早
く
か
ら
信
仰
の
自
由
の
た
め
に
教
会
の
国
家
か

ら
の
独
立
を
信
条
と
し
た
宗
派
で
、
植
民
地
時
代
に
お
い
て
、
国
教
会
制
度

そ
の
も
の
を
公
然
と
攻
撃
し
た
唯
一
の
宗
派
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
不
服
従
派
の
請
願
を
前
に
、
植
民
地
議
会
は
、
一
七
六
九
年
以

降
、
彼
ら
の
要
求
を
審
議
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
し
か
し
、
国
教

会
員
が
大
多
数
を
占
め
る
議
会
は
、
対
英
抗
争
の
面
に
は
積
極
的
関
心
を
示

し
て
も
、
か
か
る
国
内
改
革
の
面
で
は
な
お
極
め
て
冷
淡
で
あ
っ
た
。
一
七

七
四
年
か
ら
七
五
年
に
か
け
、
下
院
の
宗
教
委
員
会
（
円
。
5
5丈
件
。
。
。
ロ

何
色
百
円
。
ロ
）
が
あ
る
程
度
の
寛
容
案
を
作
っ
た
が
、
こ
れ
は
浸
礼
派
の
み

（

7
） 

な
ら
ず
長
老
派
か
ら
も
反
対
さ
れ
、
実
現
を
み
ず
に
終
っ
た
。
不
服
従
派
に

と
っ
て
、
既
に
完
全
な
自
由
の
獲
得
こ
そ
、
そ
の
目
標
と
な
り
始
め
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
ま
さ
し
く
独
立
と
革
命
的
気
運
の
昂
揚

の
中
で
の
み
果
さ
れ
う
る
課
題
で
あ
っ
た
。

ピ

1
ア
ド
、
岸
村
・
松
本
訳
、

三
、
四
四
、
七
七
、
七
八
頁
。

者－
J

〈
・
∞
4
『

007
↓Z
2
0
ミ
0問
問
己
日
間
目
。
ロ

E
〉

g
o
－－

n
m
w
・
】
山
田
問
。
・
四
M
M
M

・ω
N
l
・ω∞・

（

1
） 

（

2
） 

ア
ヌ
9
カ
合
衆
国
史
、
上
、
四

一
二
九
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C
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F
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H
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F
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向
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V
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H
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閉
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色
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∞
・
同
・

MMω
品。
5
H
ω
円
円
・
・
叶
叩
百
円
。
吉
田
u
r
z
』丘町内円切。
P

ヲヨ
ω
・〉

開
・
回
・
の
円
。
。
ロ
？
同
作
］
目
的
一
o
ロ
ωロ仏∞一庁内
HEw
－℃－

H

⑤寸・）

〉・同
u－m
Z
W
2
r
n
vロロ
uyω
百円目的
Z
件。

E
A
y
o
c
－∞・ぐ己－

H

・戸市町品川
Y
M
M－yω
∞∞
J
、。・

国

OM可円ゲ

O℃－

n－件
J

日uu
－U
N
U〉
t

。
・
的
件
。
woω
・日
σ｛門同
J

℃・
ω
吋。・

、
（4
〉

（

5
） 

、

（

6
〉

（

7
） 

ー．．．．． 

権
利
宣
言

一
七
七
六
年
六
月
十
二
日
、
独
立
宣
言
を
前
に
、
ヴ
ア
ジ
ニ
ア
の
革
命
議

会
が
採
択
し
た
権
利
宣
言
は
、
信
教
の
自
由
に
と

っ
て
も
重
大
な
意
義
を
有

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
メ
1
ソ
ン
（
の
－

Z
S
O
D
－
コ
N

U

l
g
）
の

起
草
に
な
る
権
利
宣
言
は
、
そ
の
最
終
項
（
第
十
六
条
）
に
お
い
て
、
次
の

よ
う
に
信
教
自
由
の
明
確
な
保
証
を
規
定
し
た
。

「
宗
教
あ
る
い
は
わ
れ
わ
れ
が
創
造
主
に
負
う
義
務
及
び
そ
れ
を
果
す
方

法
は
、
武
力
や
暴
力
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
理
性
と
信
念
に
よ
っ
て
の
み

指
示
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
、
す
べ
て
の
人
々
は
良
心
の
命
。
す
る

と
こ
ろ
に
従
っ
て
、
自
由
に
宗
教
を
信
仰
す
る
（
神
宮
同
店
伶

2
2包
括

〈

1
〉

。
同
叫
巴
百
－
on）
平
等
の
権
利
を
享
有
す
る
。
：
：
；
：

L

し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
傍
点
の
部
分
は
、

メ
i
ソ
ン
の

一
三

O

原
案
で
は
三
宮
町
三
宮
2
z
z
g伸一
oロ
2
5
0
2
2
n目的。。同

2
ロ
m－

Z
ロ
、
）
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
マ
ジ
ソ
ン
（
』
・
冨
包
Z
o
p

ロ臼
l
H∞
ω∞）

の
提
案
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
マ
ジ
ソ
ン
の
論
拠
は
、
「
寛

容
」
（

z－m
g立
。
ロ
）
の
語
に
は
、
自
然
権
と
し
て
で
は
な
く
、
許
さ
れ
た

も
の
と
し
て
の
意
味
が
含
ま
れ
る
と
い
う
点
で
あ
り
、
信
仰
の
絶
対
的
自
由

を
主
張
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
マ
ジ
ソ
ン
は
同
じ
修
正
提
案
で
、

三
伊
三
口
。
ョ
ωロ
。
吋

n
z
g
三

百

g
o
g
m
z・。ロ

mwngzロ
T
L
H
O
－

－一
m
Z
P
Z
ゲ

0
5
2
ω
円
。
仏
当
X
Y
吉川
nZ】仲良

ω自
己
c
g
oロ
Z
O円
吉

1
同

E

J
L
Z
m
g・
も
と
規
定
し
、
宗
教
の
故
に
何
ら
か
の
報
酬
と
特
権
の
与
え
ら
れ

（

2
） 

る
こ
と
を
禁
じ
た
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
、
国
教
会
制
度
の
本
質
を
つ
い
た
最

初
の
提
案
で
あ
り
、
も
し
こ
の
時
期
に
マ
ジ
ソ
ン
の
案
が
受
け
い
れ
ら
れ
て

い
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
国
教
会
制
度
に
と
っ
て
致
命
的
な
打
撃
と
な
っ
た
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
は
当
時
の
議
会
に
あ
っ
て
は
余
り
に
急
進
的
提
案

と
考
え
ら
れ
、
「
寛
容
」
を
「
自
由
」
に
代
え
る
原
則
だ
け
が
と
り
い
れ
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
事
実
は
、
信
教
自
由
の
原
則
的
宣
言
に
拘
ら

ず
、
こ
の
段
階
で
は
、
国
教
会
制
度
の
廃
止
は
な
お
日
程
に
上
り
え
な
か
っ

た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

邦
憲
法
の
制
定
に
お
け
る
の
と
同
様
、
こ
こ
に
も
保
守
派
と
急
進
派
と
の

妥
協
的
側
面
が
う
か
が
え
る
が
、
他
面
そ
こ
に
み
ら
れ
る
高
度
に
政
治
的
な

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
性
は
、
そ
の
簡
略
で
柔
軟
な
解
釈
を
許
す
表
現
と
相
ま
っ

て
、
宣
言
の
精
神
の
具
体
的
立
法
に
広
い
余
地
を
残
す
こ
と
と
な
っ
た
。
そ

れ
は
、
急
進
派
と
保
守
派
に
と
っ
て
、
そ
こ
か
ら
ど
ち
ら
が
よ
り
多
く
の
収

穫
を
か
ち
と
る
か
の
問
題
と
な
り
、
殊
に
信
教
自
由
の
問
題
に
お
い
て
、
激

し
い
議
論
を
よ
び
起
す
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
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、、

（

1
〉

（

2
） 

ア
メ
H
Y

カ
学
会
編
、
原
典
ア
メ
叫
フ
カ
史
、

E
V

〉
・
匂

m
g
w
g・0
℃
・
・
巳
？
・
回
以
同
）
・

ω
。Nlω
・

初
期
邦
議
会
を
め
ぐ
っ
て

一
七
九
頁

権
利
宣
告
一
口
の
公
布
は
、
前
述
の
よ
う
な
限
界
を
有
し
た
に
拘
ら
ず
、
し
か

し
信
教
自
由
の
運
動
に
と
っ
て
、
ま
さ
し
く
新
紀
元
を
劃
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
な
ぜ
な
ら
、
従
来
の
不
服
従
派
教
職
者
を
中
心
と
す
る
活
動
は
、
信
仰

の
権
利
を
明
文
化
し
た
宣
言
の
原
則
規
定
に
よ
っ
て
強
固
な
橋
頭
盤
を
確
保

す
る
こ
と
と
な
り
、
運
動
の
〕
層
の
前
進
と
、
教
派
的
限
界
を
こ
え
た
広
が

り
が
保
証
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
不
服
従
派
の
要
求
は
、
宣
言
船
法
律
化
を
目
的
と
し
た
独
立

後
の
共
和
議
会
に
対
す
る
、
盛
ん
な
請
願
運
動
と
な
っ
て
展
開
さ
れ
た
。
そ

の
先
が
け
は
、
既
に
憲
法
制
定
時
の
革
命
議
会
に
対
し
て
他
宗
派
に
係
わ
り

な
く
、
自
ら
の
好
み
に
従
っ
て
神
を
礼
拝
す
る
自
由
を
要
求
し
た
浸
礼
派
の

ハ
1
）

請
願
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
十
月
七
日
（
一
七
七
六
年
）
に

聞
か
れ
た
最
初
の
邦
議
会
に
対
L
て
は
、
浸
礼
派
を
は
じ
め
と
す
る
各
不
服

従
派
の
請
願
が
一
斉
に
殺
到
し
ー
宗
教
問
題
を
め
ぐ
る
論
議
が
、
議
会
の
内

外
に
お
い
て
活
壌
に
闘
わ
さ
れ
た
。

た
と
え
ば
、
十
月
七
日
に
提
出
さ
れ
た
プ
リ
ン
ス
・
エ
ド
ワ
ー
ド
（
司
ユ
’

ロ
8
開
門
言
虫
色
）
郡
か
ら
の
請
願
は
、
権
利
宣
言
の
最
後
の
条
項
は
、
教

権
の
束
縛
下
に
あ
っ
た
長
い
闇
夜
か
ら
彼
ら
を
解
放
す
る
「
信
教
自
由
の
日

の
出
」
で
あ
る
と
し
、
す
べ
て
の
国
教
制
度
の
廃
止
と
、
良
冷
刀
自
由
に
対

戸。。｝

す
る
課
税
の
撤
廃
、
政
教
両
権
の
境
界
の
明
確
化
を
要
求
し
た
。
公
然
た
る

政
教
分
離
の
要
求
で
あ
る
。

， 

グ
ア
ジ
－
一
ア
邦
議
会
を
め
ぐ
る
国
教
会
制
度
の
廃
止
運
動
（
林
）

同
様
な
主
旨
の
請
願
は
、
十
月
二
十
四
日
の
ハ
ノ
i
ヴ
ァ

l
長
老
会
（
出
・

2
0
2吋

3
2
σ
3
2三
の
請
願
に
も
う
か
が
え
る
。
即
ち
こ
の
請
願

は
、
「
支
配
者
意
識
と
偏
見
と
頑
迷
が
他
の
政
治
組
織
と
と
も
に
織
り
な
し

て
き
た
拘
束
」
か
ら
の
解
放
を
訴
え
、
権
利
宣
言
は
彼
ら
の
国
の
マ
グ
ナ
カ

ル
タ
で
あ
る
と
し
、
辺
境
の
非
国
教
徒
が
数
少
い
国
教
会
に
よ
っ
て
重
い
負

担
を
課
せ
ら
れ
て
い
る
不
当
を
の
ペ
、
そ
れ
が
明
ら
か
に
彼
ら
の
自
然
権
に

反
す
る
こ
と
、
内
面
の
自
由
を
束
縛
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

そ
し
て
「
こ
の
啓
蒙
の
時
代
に
、
す
べ
て
の
宗
派
が
一
致
し
て
解
放
の
た
め

に
全
力
を
あ
げ
て
い
る
国
に
お
い
て
」
宗
教
的
拘
束
が
公
民
的
拘
束
と
同
様

に
排
除
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
説
き
、
更
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
法
定
化
に
対
す

る
弁
護
は
、
同
時
に
マ
ホ
メ
ヅ
ト
教
の
法
定
化
を
も
弁
護
す
る
も
の
で
あ
る

〈

4
V

と
し
て
、
鋭
く
国
教
会
制
度
の
矛
盾
を
つ
い
た

c

こ
の
請
願
は
、
こ
の
時
期

に
お
け
る
信
教
自
由
の
闘
い
の
背
景
を
よ
く
描
き
出
し
、
ま
た
自
然
権
の
理

論
を
見
事
に
適
用
し
て
い
る
点
、
及
び
信
教
自
由
の
市
民
的
自
由
一
般
と
の

関
連
を
力
説
し
て
い
る
点
で
、
代
表
的
な
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
不
服
従
派
か
ら
の
抗
議
に
対
し
て
、
既
得
の
権
益
を
守
ろ
う
と

す
る
国
教
会
側
か
ら
の
請
願
も
数
多
く
出
さ
れ
た
。
彼
ら
の
論
拠
は
、
聖
職

者
達
が
現
に
法
律
に
よ
っ
て
享
有
す
る
権
利
や
利
益
を
奪
う
こ
と
は
正
義
に

反
す
る
こ
と
で
、
キ
リ
ス
ト
の
教
え
は
、
国
教
会
に
お
い
て
最
も
よ
く
そ
の

（

5
〉

純
粋
さ
を
保
ち
う
る
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。

－
こ
の
国
教
会
側
の
請
願
に
対
す
る
反
駁
は
、
十
一
月
一
日
提
出
の
ア
ル
ベ

マ
1
ル
（
〉
］

Z
B
R
－o）
及
び
ア
マ

1
ス
ト
（
〉
S
F
2忠
）
郡
の
請
願
に

み
ら
れ
る
。
即
ち
そ
こ
で
は
、
国
教
会
制
度
の
再
確
立
の
た
め
に
様
々
な
請

願
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
後
、
国
教
会
の
た
め
に
他
の
全
宗
派

一一一一一
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法
政
史
学

第
一
一
一
号

が
献
金
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
不
当
を
の
ペ
、
各
々
の
宗
派
は
互
に
独
立

し
た
平
等
の
基
礎
に
立
つ
こ
と
が
肝
要
で
、
そ
れ
こ
そ
合
理
的
で
正
当
な
統

治
形
態
を
も
た
ち
す
も
の
だ
し
、
各
教
会
の
純
粋
さ
と
友
誼
あ
る
関
係
に
最

（

6
） 

も
貢
献
す
る
も
の
だ
と
強
調
し
た
。

こ
の
請
願
で
特
に
目
立
つ
の
は
、
請
願
の
終
り
に

2
5
ユ2
戸内項目
ω
以

下
百
六
十
九
名
が
署
名
し
て
い
る
こ
と
で
、
こ
の
ほ
か
、
十
月
二
十
二
日
提

出
の
前
記
両
郡
と
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム

S
R
w
z
m
y
ω
自
）
郡
の
請
願
に
は
七

十
七
名
、
同
じ
日
の
他
の
請
願
に
は
七
十
三
名
が
署
名
し
て
い
る
。
ま
た
、

同・司－

F
s
a。
ロ
に
よ
れ
ば
、
あ
る
請
願
に
は
－
万
人
が
署
名
し
た
と
い
わ

れ
、
現
在
な
お
数
千
人
の
名
が
残
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
署
名
者
は
、
そ

（

8
） 

の
多
く
が
決
し
て
無
学
の
人
々
で
は
な
か

っ
た
と
い
う
。
請
願
運
動
以
外
に

も
、
新
聞
、
パ
ン
フ
レ
ヅ
ト
な
ど
を
通
じ
て
盛
ん
な
論
議
が
闘
わ
さ
れ
た

0

0
・
E
巳
。
ロ
め
に
よ
れ
ば
、
十
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
、
ヴ
ア
ジ
ニ
ア
の
新

聞
紙
上
で
扱
わ
れ
た
宗
教
問
題
の
記
事
は
、
議
会
で
審
議
中
の
他
の
問
題
ー

た
と
え
ば
限
嗣
相
続
制
（

3
2ニ
）
の
問
題
ー
ー
よ
り
も
遥
か
に
多
か

っ
た

〈

9
〉

と
い

5
。

こ
の
よ
う
に
、
宗
教
的
専
制
に
反
対
す
る
盛
ん
な
請
願
運
動
や
論
議
こ

そ
‘
あ
た
か
も
「
宗
教
会
議
の
観
を
呈
し
た
」
と
い
わ
れ
、
ジ
エ
フ
ァ
ソ
ン

に
と
っ
て
、
「
生
涯
に
お
け
る
最
も
は
げ
し
い
闘
い
」
を
も
た
ら
し
た
最
’初

の
邦
議
会
の
背
景
で
あ
っ
た
。

（

1
） 

六
月
二
十
日
、
司
江
口
の
め
当
日
E
S
郡
（
浸
礼
波
協
会
）
か
ら

の
請
願
。
（
〉
・
目
的
同
O
W
E
－
。
勺
・
巳
一
七
・
ω弓・）

と
れ
ら
の
請
願
の
う
ち
九
つ
が
国
教
会
制
度
K
反
対
で
、
そ
の

（

2
） 

一一一一一一

う
ち
浸
礼
祇
の
信
徒
が
最
も
多
数
を
占
め
た
。
（
∞
Z
Z
ω
・
3

n
芹・凶同
v

・ωJ己・）

∞－
E
w
m
m
O同y
n－
一
－
℃
・
ωJ1中

国・∞－

n。
B
E
ω
同
作
ア
ロ
。
。
c
E
m
D
Z
。
同
〉
ヨ
2
・向。
ωロ
出
町
－

H

O

吋可・

J
1
。－・戸一戸市
w
h
F
ω

”同
U

同｝・
H
h
N
h
F
3

且、日・

同
・
〉
・
河
口
己
山
口
門
ゲ
叶
町
内
回
F
Z
V
。
同
月
｝
話
回
ニ
目
。
問
問
広
川
町
神
的
噂

コua、，
ts・
suF
ガ・∞日・

（6
・
7
）

〕

吋

出
O
M
己・

0
℃
・
丘
一
－
H
V

℃・切

g
t
。

（8
）
〕
出
し
『
E
U
B
O
D
－同，
F
O
〉
g
2
1』の
mwヨ
河
内
〈
。
z
z
o
D
n。ロ・

ω
E
2
0仏

ω∞
ω
∞。立
mw】
冨
0
2
5
3？

suo－日】－
g
・

u－
玄
巳
。
D
0
・
』
丘
町
。
吋
問
。
ロ

mwHH島
田
町
叶
－
BAY
〈

O「
H

－

H
m
H
A
H

∞・勺－
N
寸品・

出
・
』
・
開
。
｝
日
ロ
吋
。
門
目
。
（

hqmouω
吋
ω
Z
oロ
O向。
y
z
E
H
Y
m
w
ロ円四

m
g
Z
E
〈
可

m
E宮
、
・
の
著
者
）
の
言
葉
。
（
社
重
四
郎
、

ジ
ェ
フ
ア
ソ
ン
、
昭
一
二
ニ
、
百
頁
）

』伶止め円
ω
o
p
d
〉
z
z
u
z
m
吋釦
1
M
M
J

】∞
N
f
（切
・何回】
mw品。〈
21
・

0

同y
n
x
・・同
Y
H
】h
p
N

・）

（

3
） 

（

4
） 

5 9 10 11 
い
う
ま
で
も
な
く
、
邦
議
会
に
お
い
て
、
信
教
自
由
の
た
め
に
最
も
精
力

的
に
闘
っ
た
人
々
は
、
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
、
マ
ジ
ソ
ン
、
メ
l
ソ
ン
ら
で
あ

る
。
彼
ら
は
そ
の
出
身
か
ら
い
え
ば
、
い
ず
れ
も
富
裕
な
土
地
所
有
者
で
あ

（

1
） 

り
、
国
教
会
の
出
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
彼
ら
は
、
啓
蒙
思
想
、
就
中
信
教
の
自
由
に
関
す
る
ロ
ッ
ク
の

見
解
を
消
化
吸
収
し
て
お
り
、
殊
に
前
二
者
は
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
的
立
場
に
あ

り
、
ロ
ッ
ク
の
有
す
る
限
界
l
！
ロ
ヅ
ク
は
、
社
会
道
徳
に
反
し
た
り
、
他
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場
明弓
413
sぺ国

の
噌
門
戸
口
n
o
に
服
従
す
る
も
の
、
神
の
存
在
を
否
定
す
る
も
の
を
寛
容

（

3
〉

し
な
か
っ
た
ー
ー
を
も
こ
え
て
い
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
自
然
権
と
し
て
の

自
由
は
、
ど
ん
な
異
端
に
も
無
信
仰
者
に
も
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
自

由
な
信
仰
こ
そ
、
あ
ら
ゆ
る
誤
謬
を
排
し
て
真
の
信
仰
を
見
出
し
う
る
唯
一

（

4
） 

の
道
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

自
由
の
徹
底
の
た
め
に
彼
ら
を
献
身
さ
せ
た
も
の
は
、
単
に
啓
蒙
思
想
の

影
響
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
植
民
地
的
条
件
よ
り
の
独
立
と
変
革
の
時
期
に

際
し
て
、
彼
ら
は
名
門
の
有
識
者
層
と
し
て
、
い
わ
ば
「
貴
族
の
義
務
」

2
0
2
0
m
R
。
豆
古
内
）
に
目
ざ
め
て
い
た
し
、
彼
ら
の
理
想
の
力
強
い
支
持
者

（

5
） 

を
独
立
自
尊
の
自
営
農
民
層
の
中
に
見
出
し
て
い
た
。
そ
れ
は
信
何
の
自
由

を
求
め
る
辺
境
民
の
熱
意
に
よ

っ
て
、
一
層
確
か
な
も
の
と
な
っ
た
ろ
う
。

事
実
、
圧
制
的
な
法
規
に
反
対
す
る
非
国
教
徒
の
確
呼
た
る
態
度
は
、
ジ
エ

フ
ァ
ソ
ン
に
と
っ
て
敬
意
を
さ
え
よ
び
起
す
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
人
々

が
解
放
の
た
め
に
相
結
び
、
支
配
者
層
に
も
真
剣
な
気
分
が
渡

っ
て
い
る
時

（

6
） 

期
ぽ
、
決
し
て
見
逃
さ
れ
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
う
し
て
、
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
ら
の
改
革
の
事
業
は
、
限
嗣
相
続
制
や
長
子

相
続
制
（
匂
己
目

o
m
m
E
2
5）
、
免
役
地
代
（
ρ
巳
同
店
三
）
な
ど
、
ヴ
ア

ジ
ニ
ア
社
会
に
残
る
す
べ
て
の
ア
ン
シ
ャ
ン
レ
ジ
ー
ム
の
打
壊
に
向
け
ら
れ

た
の
で
あ
る
が
、
国
教
会
制
度
の
問
題
も
、
そ
う
し
た
－
連
の
改
革
の
－
っ

と
し
て
と
り
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
宗
教
問
題
の
論
議
は
、

前
述
の
よ
う
に
、
ヴ
ア
ジ
ニ
ア
社
会
の
最
も
巾
広
い
一
衆
動
員
を
行
い
、
一

般
に
、
国
教
会
派
と
不
服
従
派
、
沿
岸
地
方
と
内
部
地
方
、
保
守
派
と
民
主

派
の
対
立
を
適
じ
て
、
初
期
議
会
を
め
ぐ
る
改
革
の
最
大
の
焦
点
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。ヴ

ア
ジ
－
一
ア
邦
議
会
を
め
ぐ
る
国
教
会
制
度
の
廃
止
運
動
（
林
）

1 

当
時
の
ヴ
ア
ジ
ニ
ア
政
界
の
犬
立
物
は
殆
ど
が
国
教
会
員
で
あ

り
、
メ
1

ソ
ン
、
ワ
シ
ン
ト
ン
、
マ
守
シ
ソ
ン
ら
の
ほ
か
、

P

・

〈
ン
ク
1
、
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
シ
な
ど
も
系
譜
か
ら
い
え
ば
国
教
会

員
で
あ
る
。
（
〉
・
可
・

2
0
K
2・
0ヤ
立
件
・
・
唱
。
・

NStω
・
）
と

の
事
実
は
、
国
教
会
祇
イ
コ
ー
ル
保
守
祇
と
図
式
的
に
捉
え
る

危
険
を
教
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
問
時
に
、

k
中
層
の
階
級
が

い
か
に
密
接
K
国
教
会
と
結
び
つ
い
て
い
た
か
を
示
す
も
の
で

あ
る
。

ロ
ッ
ク
の
「
寛
容
K
関
す
る
書
簡
」
は
、
そ
の
信
教
自
由
へ
の

彰
響
に
お
い
て
、
あ
た
か
も
「
国
政
ご
論
」
が
政
治
的
自
由
の

闘
い
に
与
え
た
影
響
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
ジ
ェ
フ
ァ
ソ

ン
は
議
会
の
審
議
が
は
じ
ま
る
に
際
し
、
ロ
ッ
ク
に
関
す
る
詳

細
な
ノ
l
ト
を
作

っ
て
い
る
。
（
回
O
M
1
ι

・
0ヤ
立
件
・
も
匂
・
2
品

p
∞・）

ジ
ェ
フ
ア
ソ
ン
は
、
ロ
ザ
グ
の
限
界
を
記
し
た
後
、
ロ
ッ
タ
の

立
止

っ
た
点
か
ら
更
に
前
進
で
き
る
と
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（HUω
巳
04r
－m
w
H

・。℃・の
X

・－
H
Y
＠品切）

z
o
Z
ω
q
cー
〈
』
円
m
F
D
宮
、（
司
m
丘【）〈
m
w
H
W

。同）・三件－
w
H
U

・。？？
、

と
の
点
ジ
ヱ
フ
ァ
ソ
ン
は
典
型
的
で
あ
る
。
彼
は
生
れ
そ
の
も

の
が
辺
境
の
ア
ル
ペ
マ

l

ル
で
あ
り
、
「
土
地
に
労
働
す
る
人

々
を
と
そ
神
は
選
民
と
定
め
給
う
」
と
し
て
、
民
主
主
義
の
基

礎
を
彼
ら
に
見
出
し
て
い
た
。
（
同
v
m
E
0
2
吋－
M

】
・
ミ
∞
）
ジ
エ

フ
ァ
ツ
ン
が
ロ
。

z
g印
。
。
三
百
め
の
精
神
に
動
か
さ
れ
て
い

た
と
と

K
つ
い
て
は
り
・
云
巳
o
ロ
？
。
勺
－

nFrs・－寸寸
t∞・

2 3 5 4 

一一一一一一一
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法
政
史
学

第
一
二
号

（

6
〉

同
M
m凶
角
田

O
ぐ
ゆ
吋
・
。
目
u

－
nF骨－
w

勺
H
V

・
∞
斗

ω・
∞
寸
∞

-

と
こ
ろ
で
、
当
時
の
議
会
は
、
住
民
の
数
か
ら
い
え
ば
非
国
教
徒
が
大
多

数
で
あ
る
に
拘
ら
ず
、
国
教
会
員
が
多
数
派
を
占
め
て
い
た
。
そ
れ
は
保
守

的
な
選
挙
法
の
た
め
に
、
議
員
の
多
く
が
東
部
の
沿
岸
地
方
か
ら
出
て
い
た

〈

1
）

か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
対
英
闘
争
に
は
踏
み
切
り
な
が
ら
、
国
内
的
に
は

西
部
の
発
言
権
増
大
を
恐
れ
、
変
革
よ
り
も
現
状
維
持
を
望
む
保
守
派
に
と

っ
て
、
彼
ら
の
伝
統
的
優
位
を
守
ろ
う
と
す
る
意
欲
は
極
め
て
強
か
っ
た
。

国
教
会
制
度
は
東
部
貴
族
階
級
に
と
っ
て
、
そ
う
し
た
伝
統
的
優
位
の
象
徴

で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

お
び
た
だ
し
い
請
願
に
よ
っ
て
、
十
月
十
一
日
に
設
け
ら
れ
た
「
宗
教
委

員
会
」

l
lそ
れ
は
十
－
月
九
日
に
は
「
国
状
に
関
す
る
全
体
委
員
会
」

（

5
0
n
o
B
E
2
2
。同
5
0
若
宮
－
o
。ロ
5
0
m
g
z
え

S
O
D
E－

（

2
） 

三
門
司
）
に
移
さ
れ
た

l
lは
、
こ
う
し
て
、
ジ
z
フ
ァ
ソ
ン
の
言
に
よ
れ

ば
、
十
月
十
一
日
よ
り
十
二
月
五
日
ま
で
、
殆
ど
連
日
の
よ
う
に
、
「
デ
ス

（

3
） 

ベ
レ
l
ト
な
論
争
」
を
展
開
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
論
争
の
内

容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

ま
ず
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
の
決
議
案
草
稿
に
よ
っ
て
、
そ
の
主
張
を
要
約
す
る

と
次
の
よ
う
に
な
る
。

ω
（
胃
潰
的
行
為
や
異
端
の
処
罰
規
定
を
も
っ
）

（
植
民
地
議
会
の
）
の
廃
棄
。

ω
宗
教
上
の
意
見
を
主
張
す
る
こ
と
、
ま
た
は
礼
拝
を
行
う
こ
と
を
犯

罪
と
み
な
し
、
こ
れ
を
罰
す
る
規
定
な
ど
、
（
英
国
）
議
会
に
よ
る
宗

教
関
係
法
規
を
す
べ
て
廃
棄
す
る
。

一
七

O
五
年
の
法
律

一
＝
一
四

ω
多
く
の
請
願
に
み
ら
れ
る
国
教
会
法
定
制
度
の
廃
止
要
求
を
、
合
理

的
な
も
の
と
考
だ
る
。

ω
従
っ
て
、
国
教
会
聖
職
者
に
対
す
る
特
権
の
付
与
（
俸
給
の
支
給
）

を
廃
棄
す
る
。

ω
ま
た
、
人
々
の
意
志
を
無
視
し
た
献
金
（
非
国
教
徒
の
国
教
会
へ
の

献
金
）
規
定
は
廃
棄
す
る
。

ω
し
か
し
、
国
教
会
の
既
得
の
教
会
領
は
一
代
限
、
私
的
寄
付
に
も
と

（

4
） 

づ
く
も
の
は
永
久
に
使
用
で
き
る
も
の
と
す
る
e

ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
案
の
特
色
は
、
そ
れ
が
、
国
教
会
制
度
の
廃
止
、
政
教
分

離
を
第
一
の
前
提
と
し
、
そ
の
上
に
各
種
の
提
案
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
、

最
も
徹
底
し
た
信
教
自
由
め
主
張
で
あ
っ
た
。

し
か
る
に
、
十
一
月
十
九
日
に
議
会
で
採
択
さ
れ
た
六
つ
の
決
議
内
容
を

み
る
と
、ω

ジ
ェ
ブ
ァ
ソ
ン
案

ωと
同
趣
旨
の
も
の
。

ω
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
案

ωと
同
趣
旨
の
も
の
。

ω
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
案

ωと
同
趣
旨
の
も
の
。
即
ち
、
国
教
会
維
持
の
た

め
、
及
び
い
ず
れ
の
宗
派
に
し
ろ
、
自
発
的
同
意
に
も
と
づ
か
な
い
課

税
や
献
金
の
免
除
を
求
め
る
不
服
従
、
派
の
要
求
を
、
合
理
的
な
も
の
と

認
め
る
。

ω
し
か
し
、
公
共
的
な
宗
教
集
会
は
規
制
さ
る
べ
き
で
、
牧
師
の
相
続

や
彼
ら
の
監
督
の
た
め
に
、
適
当
な
規
定
が
設
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ

る。
ω
聖
職
者
維
持
の
た
め
の
法
律
は
廃
止
さ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
現
職
者

に
は
、
す
べ
て
の
延
滞
給
料
と
、
教
区
委
員
会
に
彼
ら
の
契
約
履
行
に
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よ
る
課
税
権
を
保
証
す
る
。

）
国
教
会
の
既
に
所
有
す
る
領
地
、
建
物
、
以
前
の
課
税
に
よ
る
収
入

（

5
〉

及
び
他
の
財
産
は
、
す
べ
て
永
久
に
保
証
す
る
。

以
上
の
決
議
で
は
、
ジ
ヱ
フ
ァ
ソ
ン
案
の
川
、

ω、
ωの
提
案
が
ほ
ぼ
認

め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
国
教
会
制
度
の
廃
止
は
明
文
化
さ
れ
ず
、
ま

た、

ωの
集
会
や
牧
師
へ
の
法
的
干
渉
を
認
め
た
規
定
に
も
み
ら
れ
る
よ

う
に
、
こ
れ
は
政
教
分
離
と
は
、
な
お
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か

も
、
こ
れ
ら
の
決
議
は
、
十
－
月
三
十
日
、
法
案
化
さ
れ
て
議
会
に
提
出
さ

れ
た
際
に
は
、

ω、
ωが
除
外
さ
れ
、

ω、
ω、
的
だ
け
が
残
さ
れ
て
、
内

容
も
大
分
変
っ
た
も
の
と
な

っ
た
。
十
一
月
三
十
日
の
案
に
よ
る
と
、

ω
非
国
教
徒
の
要
求
に
も
と
づ
き
、
彼
ら
に
対
す
る
国
教
会
支
持
の
た

め
の
課
税
を
免
除
す
る
。

（
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
案

ω、
十
九
日
決
議

ωと

共
通
）

ω
十
九
日
決
議

ωと
ほ
ぼ
同
趣
旨
の
も
の
。

ω
十
九
日
決
議

ωと
同
趣
旨
の
も
の
。

ω
す
べ
て
の
宗
教
団
体
が
一
般
的
課
税
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
る
べ
き

か
、
そ
れ
と
も
各
々
が
自
発
的
献
金
に
も
と
づ
く
べ
き
か
は
様
々
な
意

見
が
出
て
一
致
し
が
た
い
の
で
、
そ
の
討
議
と
決
定
を
将
来
の
議
会
に

任
せ
る
。
従
っ
て
こ
の
法
案
は
、
一
般
課
税
の
問
題
に
は
何
ち
係
わ
り

な
い
こ
と
と
す
る
。

ω
郡
に
よ
っ
て
被
課
税
者
の
リ
ス
ト
の
入
手
が
怠
ら
れ
て
い
る
の
で
、

（

b
） 

郡
裁
判
所
に
対
し
、
そ
の
た
め
に
委
員
を
任
命
す
る
権
限
を
与
え
る
。

ヴ
ア
ジ
品
ア
邦
議
会
を
め
戸
、
る
国
教
会
制
度
の
廃
止
運
動
（
林
）

こ
の
法
案
は
、

ωの
非
国
教
徒
へ
の
課
税
廃
止
を
除
き
、
大
部
分
が
国
教

会
の
維
持
に
係
わ
る
も
の
で
、
全
く
保
守
派
に
有
利
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
十
二
月
三
、
四
日
の
最
後
の
審
議
に
よ
っ
て
、
こ
の
法
案
に
対
す
る

修
正
が
行
わ
れ
、
保
守
派
の
反
動
的
意
図
は
か
な
り
匝
止
さ
れ
た
。

即
ち
、

E
式
に
議
決
さ
れ
た
最
終
案
で
は
、

ω
従
来
の
〈
英
国
）
議
会
に
よ
る
全
宗
教
関
係
法
規
の
廃
棄
。

（ジエ

フ
ァ
ソ
ン
案

ω、
十
九
日
決
議

ωと
同
趣
旨
）

ω
非
国
教
徒
へ
の
課
税
廃
止
。

（
ジ
ヱ
フ
ァ
ソ
ン
案

ω
十
九
日
決
議

ω、
三
十
日
議
案

ωと
共
通
）

ω
聖
職
者
の
延
滞
給
料
、
教
区
委
員
会
の
一
部
課
税
権
及
び
貧
民
救
済

規
定
の
保
証
。
（
十
九
日
決
議

ω、
三
十
日
議
案

ωに
共
通）

ω
国
教
会
領
地
及
び
全
財
産
の
永
久
保
証
。

（
十
九
日
決
議
側
、

三
十

日
議
案

ωと
同
趣
旨
）

ω
一
般
課
税
問
題
の
持
越
し
。

（
三
十
日
議
案

ωと
同
趣
旨
）

的
非
国
教
徒
が
免
除
さ
れ
た
た
め
、
国
教
会
員
の
負
担
が
重
く
な
る
こ

と
を
考
え
、
前
記
の
場
合
を
除
き
、
聖
職
者
の
維
持
と
教
区
税
徴
収
の

た
め
の
法
、
聖
職
者
へ
の
給
与
支
払
の
法
及
び
そ
の
課
税
権
を
教
区
委

員
会
に
保
証
し
た
従
来
の
諸
法
律
を
、
次
の
会
期
末
ま
で
停
止
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
最
終
案
で
は
、
従
来
の
宗
教
法
規
を
廃
棄
す
る
ジ
ェ
フ
ァ

ソ
ン
案
の

ωが
復
活
さ
れ
、
三
十
日
議
案
の
似
が
削
ら
れ
た
。
殊
に
、
期
限

付
に
も
せ
よ
、
宗
教
課
税
に
よ
る
聖
職
者
へ
の
給
与
支
払
、
及
び
教
区
委
員

会
の
課
税
権
を
停
止
し
た
こ
と
は
、
事
実
上
国
教
会
へ
の
援
助
右
打
切
る
も

の
で
あ
り
、
ま
た
保
守
派
の
牙
城
で
あ
る
教
区
委
員
会
の
権
限
を
大
巾
に
削

減
し
た
も
の
で
、
国
教
会
制
度
の
廃
止
に
大
き
く
前
進
L
た
こ
と
を
意
味
す

一
三
五
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史
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《

8
）

る。
し
か
し
、
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
の
意
図
し
た
一
七

O
五
年
法
案
の
廃
棄
は
つ
い

に
と
り
あ
げ
ら
れ
ず
、
ま
た
国
教
会
へ
の
保
護
規
定
を
残
し
、
一
般
課
税
の

問
題
を
留
保
し
た
こ
と
は
、
彼
に
と
っ
て
決
し
て
満
足
な
も
の
で
は
な
か
っ

F
A
H
B

｝ 

た
。
、
実
際
、
最
初
の
邦
議
会
の
成
果
は
、
権
利
官
一
言
の
主
旨
の
具
体
化
と
い

う
点
で
は
ほ
ぼ
充
分
で
あ
っ
た
が
、
国
教
会
制
度
の
処
置
に
つ
い
て
は
な
お

暫
定
的
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

政
教
分
離
に
よ
る
完
全
な
国
教
制
度
の
廃
棄
を
明
文
化
す
る
に
は
、
更
に

多
く
の
歳
月
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（1
）

冨

o
z
m
Oロ
h
w
n
o
g
B
ω
m
2・
。
ヲ
巳
？
・

2
）・
Nω
∞
t
p

選
挙
権
の
財
産
に
よ
る
費
格
制
限
、
東
部
に
有
利

η
議
員
数
の

割
当
て
の
た
め
、
「
邦
内
の
一
地
方
（
フ
ォ
ル
ラ
イ
ン
の
下
涜

地
域
）

K
住
む
一
万
九
千
の
も
の
が
、
邦
内
の
他
地
方
に
住
む

＝
一
万
の
有
権
者
に
対
し
て
立
法
上
行
政
上
の
優
位
を
占
め
る
と

と
と
な
っ
た
。
（
ヴ
ァ
ゾ
ニ
ア
覚
書
、
松
本
、
日
高
訳
、
原
典

ア

メ

リ

カ

史

E
、
ご
四
五
頁
）

］・司・回
O
M
又凶・。勺－
n
一昨・・日｝
M
y
m
N
寸・

∞・同・同
M
m
w
仏
O
J
吊
ω
・。匂－
n
F
円
・
・
同
）
匂
・
ニ
品
N

・

（5
）
（
6
）
目
。
ュ
・
。
℃
－

n
F
・

3
・
802ω
・

〉
・
匂
∞
Z
W
2・。日】・巳円・・

ω
。品、
t
日・

問。
W
2
M
g
bめ
は
、
課
税
K
よ
る
給
与
支
払
を
停
止
し
た
と
の

法
案
の
発
効
目
、
即
ち
一
七
七
七
年
一
月
一
日
を
も
っ
て
、
国

教
会
制
度
は
事
実
上
破
壇
さ
れ
た
と
し
て
い
る
と
い
う
。

h
m
g
W
2・
宅
・
ω
N
∞J、
ω
・）

同M
州
W

《】。ぐ
O
H
－。勺－

n
F
H

－－
M

Y

A

町一可品・）

（

2
） 

（

3
） 

（

4
） 

（

7
） 

（

8
〉

（

9
） 

一一一プ六

こ
う
し
て
、
聖
職
者
へ
の
給
与
支
払
の
問
題
は
、
そ
の
後
も
会
期
毎
に
と

り
あ
げ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
そ
め
度
に
、
浸
礼
派
や
長
老
派
の
請
願
運
動

と
、
進
歩
的
政
治
家
た
ち
の
努
力
に
よ
っ
て
、
翌
会
期
ま
で
の
支
払
停
止
が

決
議
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
つ
い
に
－
七
七
九
年
十
二
月
の
邦
議
会
に
お
い

（

1
） 

て
、
完
全
な
廃
止
が
決
議
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
？
国
教
会
と
邦
と
の

経
済
的
結
び
つ
き
が
断
た
れ
た
こ
の
年
を
も
っ
て
、
国
教
会
制
度
は
事
実
上

（

2
） 

打
倒
さ
れ
た
と
す
る
の
が
妥
当
な
見
解
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
国
教
会
の
み
に

給
与
支
払
を
復
活
し
よ
う
と
す
る
企
て
は
こ
の
時
に
そ
の
望
み
を
断
た
れ
、

以
後
、
つ
い
に
実
現
さ
れ
る
こ
と
な
く
終
っ
た
の
で
あ
る
。

審
議
を
延
期
さ
れ
た
一
般
課
税
問
題
も
、
常
に
会
期
毎
に
と
り
あ
げ
ら
れ

た
。
が
、
こ
の
問
題
は
非
国
教
徒
内
部
に
も
多
く
の
賛
成
者
を
出
し
、
複
雑

（

3
） 

な
闘
い
の
様
相
を
示
し
た
。
そ
れ
は
既
に
国
教
会
に
よ
る
多
く
の
束
縛
か
ら

解
放
さ
れ
た
た
め
、
非
国
教
徒
の
中
に
は
、
彼
ら
も
給
付
の
対
象
と
な
る
一

般
課
税
を
よ
り
利
益
と
す
る
も
の
が
現
わ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し

こ
の
場
合
も
、
い
ち
早
く
徹
底
し
た
一
般
諜
税
反
対
の
立
場
を
と
っ
た
の

は
、
浸
礼
派
の
人
々
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
早
く
も
十
二
月
二
十
五
日
ご
七

七
六
年
）
に
出
さ
れ
た
ヴ
ア
ジ
ニ
ア
浸
礼
派
協
会
の
宣
言
は
、
明
ら
か
に
一

般
課
税
に
反
対
し
て
出
さ
れ
た
も
の
で
、
彼
ら
は
そ
の
中
で
、
牧
師
は
人
々

の
自
発
的
献
金
の
み
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
る
べ
き
こ
と
、
－
般
課
税
の
実
施

は
必
ず
政
権
の
教
権
へ
の
干
渉
を
生
ず
る
こ
と
を
説
き
、
圧
制
の
種
は
穿
生

（

4
〉

え
の
う
ち
に
摘
み
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
力
強
く
訴
え
て
い
る
。
－
見

浸
礼
派
に
と
っ
て
有
利
に
み
え
る
措
置
も
、
そ
れ
が
行
政
権
と
の
結
び
つ
き

に
お
い
て
な
さ
れ
る
と
き
、
必
ず
や
良
心
の
自
由
に
対
す
る
束
縛
と
な
る
こ
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と
を
ャ
彼
ら
の
長
い
迫
害
の
体
験
か
ら
痛
感
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
般
課
税
の
問
題
は
、
後
に
再
び
大
き
な
論
議
を
よ
ぶ
こ
と
と
な
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
主
と
し
て
最
初
の
邦
議
会
を
め
ぐ
る
闘
い
に
お
い
て
、

民
主
派
は
信
教
の
自
由
の
た
め
に
多
く
の
勝
利
を
か
ち
え
、
基
本
的
に
は
、

－
七
七
九
年
の
聖
職
者
へ
の
給
与
支
払
停
止
決
議
に
よ
っ
て
、
国
教
会
法
定

制
度
の
打
倒
に
成
功
し
た
。

し
か
し
国
教
会
制
度
の
原
則
的
廃
止
が
行
わ
れ
た
に
し
て
も
、
国
教
会
の

み
に
認
め
ら
れ
た
保
護
規
定
は
残
さ
れ
て
い
た
し
、
殊
に
一
般
課
税
の
問
題

は
、
い
わ
ば
全
般
的
な
法
定
制
度
の
問
題
｜
｜
国
教
会
と
国
家
と
の
関
係
に

代
わ
る
各
宗
派
一
般
と
国
家
と
の
関
係
｜
！
と
し
て
、
新
し
い
課
題
を
提
出

し
て
い
た
。
こ
の
場
合
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
非
国
教
徒
へ
の
課
税
が
免

除
さ
れ
た
た
め
、
も
し
国
教
会
員
の
み
に
負
担
を
加
重
す
れ
ば
、
そ
の
結
果

は
国
教
会
勢
力
の
一
層
の
減
退
を
も
た
ら
す
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

一
般
課
税
は
、
こ
う
し
た
窮
状
に
あ
る
国
教
会
に
対
し
、
他
宗
派
と
も
抱
き

合
わ
せ
で
国
家
の
経
済
的
援
助
を
与
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

一
般

課
税
案
の
背
後
に
は
、
従
来
の
国
教
会
独
占
を
一
歩
譲
り
な
が
ら
、
な
お
国

教
会
の
延
命
策
を
は
か
り
、
し
か
も
行
政
権
の
宗
教
問
題
へ
の
監
督
権
を
保

持
し
て
お
こ
う
と
す
る
意
図
が
あ

っ
た
わ
け
で
あ
る
。
国
教
会
法
定
制
度
を

支
え
た
階
層
は
、
こ
う
し
て
彼
ら
の
抱
く
保
守
的
見
解
と
立
場
を
ま
だ
拾
て

て
は
い
な
か
っ
た
。
信
教
自
由
の
闘
い
を
成
立
さ
せ
た
条
件
は
、
基
本
的
に

は
依
然
変
り
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

か
く
て
、
闘
い
は
新
し
い
局
面
に
お
い
て
、
即
ち
、
一

般
課
税
の
問
題
1

1
逆
に
い
え
ば
完
全
な
政
教
分
離
の
問
題
｜
｜
と
、
国
教
会
に
対
す
る
特
殊

な
保
護
規
定
を
め
ぐ
っ
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

ヴ
ァ
ゾ
ユ
ア
邦
議
会
を
め
ぐ
る
国
教
会
制
度
の
廃
止
運
動
（
林
）

（

1
） 

（

2
） 

者・
4
司
・
切
君
。

Z
W
3・丘四・・同
u

・
5
日・

ジ
ェ
フ
ア
ソ
シ
は
、
と
の
七
九
年
に
一
般
課
税
K
反
対
す
る
・
議

題
が
支
持
さ
れ
た
と
と
を
も
っ
て
、
国
教
会
制
度
は
阻
止
さ
れ

た
と
し
て
い
る
。
可
包
。

5
円・匂－

H
E
N－
）
し
か
し
一
般
課
税

問
題
は
な
お
未
解
決
で
、
戦
後
に
再
燃
す
る
余
地
を
残
し
て
い

た。
H
V
O仏
O

〈ぬ吋。目
y
n
一昨・・同】・】】品
N

・

〕
匂
目
。
ュ
・
。
匂
－
nF
？・

3
・
g
o
t－－

〉・司・∞件。｝向。
ω
・。
H
V

・巳件・・匂・
ω
∞ω
・

（

3
） 

（

4
） 

（

5
） 四

信
教
自
由
法
の
成
立
と
運
動
の
意
義

「
信
教
自
由
法
」
が
は
じ
め
て
議
会
に
上
程
さ
れ
た
の
は
、
国
教
会
制
度

の
崩
壊
を
決
定
づ
け
た
の
と
同
じ
年
で
あ
る
一
七
七
九
年
で
あ
る
。
こ
の
事

実
は
、
前
者
が
後
者
よ
り
更
に
進
ん
で
政
教
分
離
に
よ
る
法
定
制
度
一
般
の

廃
棄
を
求
め
て
い
る
点
で
、
信
教
自
由
の
運
動
に
と

っ
て
象
徴
的
な
意
義
を

も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
自
由
法
の
急
進
的
表
現
は
、
こ
の
時
期
に

は
「
悪
魔
の
企
て
」
と
し
て
退
け
ら
れ
、
戦
後
の
議
会
に
そ
の
審
議
を
も
ち

〈

1
）

こ
さ
れ
た
。

－
七
八
四
年
、
保
守
派
議
員
は
、
平
和
回
復
後
の
反
動
的
な
空
気
を
背
景

に
再
び
一
般
課
税
案
を
も
ち
出
し
、
キ
リ
ス
ト
教
各
派
の
み
に
つ
い
て
一
般

課
税
に
よ
る
支
持
を
は
か
ろ
う
と
し
た
。
こ
の
企
て
は
、
一
時
は
長
老
派
の

内
部
に
さ
え
賛
成
者
全
見
出
す
に
至
、っ

た
が
、
し
か
し
法
案
は
、
マ
ジ
ソ
ン

ら
の
理
論
的
卓
抜
さ
と
、
湾
礼
派
及
び
後
に
は
長
老
派
を
含
む
不
服
従
派
の

反
対
運
動
に
よ
っ
て
、
危
う
く
そ
の
通
過
を
阻
止
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の

一
三
七
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一
般
課
税
案
の
否
決
、
法
定
制
度
全
般
の
廃
棄
の
上
に
、
一
七
八
五
年
十
月

「
信
教
自
由
法
」
案
が
再
度
上
存
さ
れ
、
翌
年
一
月
、
政
教
の
完
全
な
分
離

に
よ
っ
て
自
然
権
と
し
て
の
信
仰
の
自
由
を
確
呼
た
る
基
礎
に
据
え
た
、

「
信
教
自
由
法
」
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
国
教
会
制
度
の
廃
止
運

動
が
も
た
ら
し
た
偉
大
な
成
果
で
あ
っ
た
が
、
反
面
、
運
動
の
論
理
的
徹
底

性
の
必
然
の
帰
結
を
も
示
す
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

き
て
、
以
上
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
ヴ
ア
ジ
ニ
ア
に
お
け
る
信
教
自
由
の

運
動
を
推
進
し
た
も
の
は
、
主
と
し
て
内
部
地
方
を
基
盤
と
す
る
非
国
教
徒

大
衆
で
あ
り
、
彼
ら
に
支
援
き
れ
た
一
部
啓
蒙
政
治
家
た
ち
で
あ
っ
た
。
前

者
の
国
教
会
専
制
に
対
す
る
攻
撃
が
、
信
教
自
由
に
関
す
る
社
会
全
般
の
世

論
を
よ
び
起
し
、
そ
れ
が
国
教
会
制
度
そ
の
も
の
の
廃
棄
と
、
自
然
権
と
し

て
の
平
等
の
権
利
の
要
求
に
ま
で
高
め
ら
れ
た
と
き
、
啓
蒙
的
政
治
家
た
ち

の
す
ぐ
れ
た
思
想
と
手
腕
に
よ
っ
て
強
回
に
理
論
化
さ
れ
、
法
律
化
さ
れ
て

い
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
多
く
の
請
願
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
非
国
教
徒
大
衆
の
こ
の

問
題
に
対
す
る
理
解
は
極
め
て
高
い
理
論
水
準
に
達
し
て
お
り
、
そ
の
巾
広

い
大
衆
動
員
と
倦
む
こ
と
の
な
い
特
権
支
配
へ
の
攻
撃
に
お
い
て
、
彼
ら
に

よ
る
自
由
要
求
運
動
こ
そ
、
こ
の
運
動
の
最
も
主
動
的
な
力
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
「
自
由
法
」
を
成
立
せ
し
め
た
現
実
の
力
は
、
ジ

エ
フ
ァ
ソ
ン
や
マ
ジ
ソ
ン
に
も
ま
し
て
、
む
し
ろ
非
国
教
徒
大
衆
、
就
中
浸

礼
派
と
よ
ば
れ
る
貧
し
い
人
々
に
負
う
も
の
が
大
き
か
っ
た
と
す
る
ス
ウ
ィ

（

4
） 

1
ト
の
見
解
は
、
妥
当
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
自
由
法
」
の
時
代
に
先
が
け

・
た
進
歩
的
表
現
も
、
そ
れ
が
、
自
由
へ
の
闘
い
の
過
程
に
お
い
て
既
に
大
衆

の
も
の
と
な
り
は
じ
め
て
い
た
人
権
意
識
の
反
映
と
な
り
、
彼
ら
の
要
求
の

一
三
八

最
も
崇
高
な
表
現
と
な
り
え
た
と
こ
ろ
に
、
こ
の
運
動
の
決
算
と
し
て
の
歴

史
的
意
義
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

国
教
会
制
度
の
廃
止
運
動
は
、
ま
た
、
国
教
会
に
拠
っ
た
沿
岸
地
方
の
貴

族
的
特
権
階
級
に
対
す
る
西
部
自
営
農
民
層
及
び
有
識
者
層
の
反
抗
を
代
弁

し
た
と
い
う
点
で
、
大
き
な
意
義
を
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
ヴ
ア
ジ
ニ
ア

の
社
会
に
古
く
か
ら
植
え
つ
け
ら
れ
た
封
建
的
残
海
と
の
闘
い
で
あ
り
、
東

部
の
階
級
意
識
の
表
現
で
あ
る
保
守
的
優
越
的
意
識
へ
の
挑
戦
で
あ
っ
た
。

権
利
宣
言
の
条
項
を
め
ぐ
る
様
々
な
問
題
の
中
で
、
こ
の
問
題
が
特
に
激
し

い
論
議
を
招
い
た
の
も
一
つ
に
は
こ
の
た
め
で
、
政
治
的
自
由
の
主
張
（
た

と
え
ば
選
挙
権
の
拡
張
）
が
ま
だ
未
発
達
で
あ
っ
た
時
期
に
、
こ
の
問
題
が

社
会
変
革
の
面
で
果
し
た
役
割
の
大
き
き
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
殊

に
、
伝
統
的
宗
教
意
識
の
変
革
が
い
か
に
多
く
の
抵
抗
に
遭
遇
す
る
か
、
自

ら
の
自
由
の
み
な
ら
ず
他
宗
派
の
自
由
を
も
同
様
に
権
利
と
し
て
尊
重
す
る

態
度
｜
｜
そ
れ
こ
そ
人
権
意
識
の
本
質
で
あ
る
｜
｜
の
習
得
が
い
か
に
困
難

な
も
の
で
あ
る
か
を
知
る
と
き
、
こ
の
運
動
の
も
つ
近
代
的
特
質
と
、
そ
の

民
主
主
義
的
意
義
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

（

1
） 

（

2
） 

ロ
・
冨
巳
S
0
・

8
・E
昨・・同
γ
N叶
ω・

原
典
ア
メ

uy
カ
史

E

ご
六
四
ー
ー
ー
七
六
頁

o
p司・
2
o
w
g

o℃－

nx・・同
UHYω
∞
斗
〉
t山
V
M

・

』・
M
M

・目。
M
1

【日・吋
H
H
O
M
M
H
H回

以
内
山
同
－

m
。
同
叶
・
旬
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】
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・

言
者
－
md弓
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Sω

・

（
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九

『
日
蘭
交
化
交
渉
史
の
研
究
』
の
出
版

本
学
史
学
科
主
任
教
授
板
沢
武
雄
先
生
に
は
、
四
十
年
来
研
究
に
従
事
さ

れ
た
蘭
学
史
に
関
す
る
業
績
の
集
大
成
と
も
い
う
べ
き
『
日
蘭
文
化
交
渉
史
の

研
究
』
を
、
吉
川
弘
文
館
か
ら
、
。
日
本
史
学
研
究
叢
書
。
初
の
一
冊
と
し
て

刊
行
せ
ら
れ
た
。

本
書
の
骨
子
は
学
位
請
求
論
文
で
あ
り
、
「
序
に
か
え
て
」
の
一
文
に
は
、

蘭
学
研
究
へ
の
動
機
、
海
外
派
遣
の
経
緯
、
オ
ラ
ン
ダ
で
の
史
料
採
訪
の
回
顧
、

本
書
成
立
ま
で
の
曲
折
な
ど
の
回
想
が
語
ら
れ
て
感
銘
深
い
。

内
容
は
別
掲
目
次
の
通
り
で
あ
る
が
、
内
外
の
史
料
を
渉
猟
し
精
細
に
検
討

を
加
え
、
後
学
に
研
究
の
基
礎
を
与
え
ら
れ
た
論
稿
の
数
々
で
あ
る
。
著
者
の

意
と
寄
れ
る
所
は
、
史
料
の
紹
介
を
多
く
採
り
入
れ
ら
れ
た
点
に
も
窺
い
知
ら

れ
る
、
附
録
の
「
佐
賀
鍋
島
元
侯
爵
家
蘭
書
目
録
」
に
し
て
も
、
現
在
と
な
っ

て
は
貴
重
な
資
料
を
提
供
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
。

こ
の
学
界
の
慶
事
を
記
念
し
て
、
昭
和
三
十
四
年
三
月
八
日
、
先
生
御
夫
妻

を
お
招
き
し
て
、
知
友
同
僚
門
下
約
四
十
名
が
、
東
京
市
ヶ
谷
の
私
学
会
館
に

参
集
し
て
出
版
祝
賀
会
を
催
し
、
和
か
な
－
タ
を
過
ご
し
た
。

近
来
す
こ
ぶ
る
御
健
勝
で
円
熟
の
境
地
に
あ
ら
れ
る
先
生
が
、
今
後
と
も
後

進
を
御
指
導
下
さ
る
よ
う
お
祈
り
し
て
止
ま
な
い
。

目

次

序
に
か
え
て

第

一

部

総

説

l
l蘭
学
の
発
達

l
l

－
序
説
二
日
蘭
交
渉
の
機
構
三
蘭
学
の
発
達

第

二

部

基

礎

研

究

一
白
蘭
文
化
交
渉
に
お
け
る
人
的
要
素

四
蘭
学
の
影
響

阿
蘭
陀
通
調
の
研
究

．
法
政
史
学

第
一
二
号

三
阿
蘭
陀
風
説
書
の
研
究
四
辞
書
お
よ
び
文
法
書
の
編
纂
と
蘭
学

の
発
達
五
江
戸
時
代
に
お
け
る
地
動
説
の
展
開
と
そ
の
反
動
六
厚
生

新
編
訳
述
考
七
蘭
学
と
儒
学
と
の
交
渉
お
よ
び
幕
府
の
対
蘭
学
政
策

八

国

学

と

洋

学

九

シ

1
ボ
ル
ト
の
第
一
回
渡
来
の
使
命
と
彼
の
日

本
研
究
特
に
日
蘭
貿
易
の
検
討
に
つ
い
て
十
蘭
学
史
上
に
お
け
る
人

文
科
学
の
立
場

第

三

部

史

料

研

究

一
和
蘭
国
立
文
書
館
に
存
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